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6章 「『沈滞期』（世紀末）の抒情詩」  
7章 「結語に代えて」  
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つもりでいます。   
著者コージノフ（1930～2003年）の紹介については、訳者の知識不足もあっ  
てここでは割愛し、2004年に出版された文献目録にお任せしたいと思います  
（（（BaEHM BaJtepHaHOBHllKoxHHOB・Bt16JT＝Orpa¢HtIeCf（HiiyKa3aTeJTt・・Tpynhl  





だされば幸甚です。   
上付き数字は原注を表し、原注は脚注として訳しました。また訳注は［］に  
入れて本文中に埋め込むか、あるいは上付き数字前に「注」をつけて表し、章  
末にまとめることにしました。   
原文の括弧、ゴチック、イタリックは、それぞれ括弧、ゴチック、傍点にし  
てあります。  
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ォレフといった詩人の抒情詩は、本書の将外に置かれている。   
しかし本書は、繰り返し言っておくが、抒情詩の歴史を扱うものではない。  
本書を構成しているのは、ある特定の時代の抒情詩のスタイルとジャンルの発  
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惰を許してはならない…HeⅢ03BO几兄如yI山…e＝比TbC乱‥』などである）江20   
描写的要素が必ずしも必要ないという事実は、表現性という抒情詩固有の本  












るいは同じアーティストによって演じられるダンスと舞台の1幕とが、それぞ   
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出来事の現実性に沈潜しなければならない。   
抒情詩作品を知覚する場合は事情がまったく異なる。抒情詩作品に具現化さ  
れているのは出来事の現実性ではなく、経験の現実性だからである。経験－  
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れぞれの心の中に根を下し、成長するのである。   
ここで大事なのは、あれやこれやの抒情詩作品を何百万もの人々が、声に出  
してであろうと、心の中でひっそりとであろうと、暗諭しているということだ  
けなのではまったくない。   
抒情詩作品をものにしようとするとき、読者は実際に自分を詩人の個性に重  
95   










ソフの『背高な穀物林の中に埋もれてしまっている…Me）K BbICOK打ⅩⅩ刀e608  
3aTeP兄JIOC乱．．』、フェートの『僕が来たのは君に挨拶するため… 5（r［Pt4ueJIK  
Te6ecⅢPHBeTOM．．．』、エセpニンの『まだ達者かい、俺の婆ちゃん…Thleule  
Xma，MO兄CTapyll）Ka．．．』等々－これらの作品はすべて、個人と国民全体の精  












2最近私には、歌謡やロマンスが非常に人気のあるイタリアのラジオ、テレビの関係者と懇談   
する機会があった。しかし、彼らが伝えてくれたところによると、イタリアには大詩人の作   
品を歌詞とした流行ロマンスはまったく存在しないとのことであった。  
96   

























＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
3TbJTCTO鏑JT・＝・Co6paJl＝eCOqHJle＝HiiB14－TtITOMaX，T・5・M，，Ibcnm3且aT；1951，C．271．  
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刀HpHKa等々といった具合に、テーマに応じた区別も可能なのである。   
しかし、こうした体系化が理に叶っているのはただ、そうした体系化の背後  
で抒情詩の芸術的本質即aO3K：eCm8eH〃aRCyLIIHOCThが忘却されていない場合だ  
けである。抒情詩作品を何らかの性格づけをされた言表β♭′Cだのbは飢〟eとして   
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形し、形式を可能な限り優美なものに仕立て上げるということは、いったいど  
ういうことであろうか？ 信じてはしいのだが、これは自分自身の何らかの感  
情に飾りつけを施し、それを人間的天性で考えられる限り優美なものに仕立て  
上げるということに他ならない… 詩行1行に難難苦吟すること－それは詩  
人にとって自分の魂に難難苦吟するのと同断である qTO TaⅨOe－m月eJIb相打b  
JtHPHtleCKOe CTl－XOTBOPeHIie HJIH，rIOrIpaJiJl朋CTIIX3aCTIIXOM，几OBOJIHTb¢opMyJtO  


















いてだけなのである。   
興味深くて意義深く、目も眩まんばかりの「内容」を－より正確には対象  
4（♂yccⅨOeC刀OBO〉〉，1859，爬1，C・66・  
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（1840）   
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これは、ゲーテのもっとも有名な、そしてシューベルトの歌曲としても知ら  








ほとんどしない。   
森に鳥の嘲りは聞えない。  




























あなたが他の人に愛されることすら切望するほどに。   
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② レールモントフ  
HCKytIHOIイ「PyCTHO  
HcKytfHO，HrpyCT770，HtleKOMypyKyr10EaTJ）   
BMItHyTE，JAyuJeBHO鏑HeB3rOEhl…  
Ⅱk刀aHb只！‥qTOnO刀b3bIHanpaCHOH8elHO）Ⅸe刀訂♭？‥   
Aro瓜IrTpOXO卵T－JICeJTytIllMerOALJ！   
J7K）6HTh．．．HOKOrOXe？．．HaBPeM兄－HeCTOHTTPyAa，  
ABetlHOJI旧6爪He803MOXHO．  
Bce6月JIⅥ3arT1月Heult｝？－TaMnpOl山JlOrOl寸CT11CJlena：   
HpanocTh，HNry…，HBCeTaMHHtlTOXHO…   
tlTOCTPaCTH？－BeEhPaHOHJILnO3nHOHXCJlaAt（HiiHeDyr   
Hclle3HeTⅢpIICJ】OBepaCCyAXa；  
HxH3Jlh，KaXrIOCMOTPHLIJhCXOJtOヱIHhIMBHMMaHIイeMBOKpyr；－   
TaJ（a＾rryCTaBHITIyrTa月LuyTKa…  
（1840）  
退屈にして物悲しく   
退屈にして物悲しく、胸の塞ぐときに   
手を差し伸べてくれる人とていない。  
希望だって！… だが当てなくひたすら望んでどうなろう？   
歳月人を待たず一最良の歳月が過ぎてゆく。   
恋する… だが誰を？… 泡沫の恋なら額に汗する甲斐もなく、   
永久の恋もまたできはしない。  
己が心を覗き込んだらどうか？… そこには過去の跡形もなく、   
そこでは喜怒哀楽、すべてが取るに足らぬこと…   
情熱など何になろう？ その甘美な病も遅かれ早かれ   
理性の言葉の前で消え失せてしまうのだとすれば。  
人生とは、冷静な注意深い目で傍観すれば、   
なんとも虚ろで馬鹿げた代物に過ぎない‥  
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③ チュッチェフ（◎eJIOpHBaHOBHtlTIOTtleB．1803－1873）  







































④ ネクラーソフP肌OJta鎮AJ）eKCeeBHtlHeKpaCOB．1821－1878）  
（詩作晶『たぶん』を私に送ってくれた  
見知らぬ友人に捧ぐ）  























拭っても拭い切れない傷跡を残した。   
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情容赦なく剥ぎ取ってしまうだろう。   
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私を見おろしながらざわめいている。   
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（＊へ－ベーは青春の女神）   





















自分で自分をずどんとやったのだ。   
判事がきた・・・取弱が始まった－うんざり！  
みんなで金子を出し合うことにした。  
その金子で医者はすぐさま死体検分し、   
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去年の猟師が鉄砲を撃ってるぜ＝。   
お前は子供たちを可愛がり、土産を配っていた。   
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⑥ ェセーニン（CepreiiAneKCaHEPOBHtIEce17HH．1895－1925）  
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② チュッチェフ  


































あの音の響きが次第に高まっていった。   































心に活気の粘るのを耳にする。   
病んで疲れ果てた胸に  
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